『蝋人形』の検討 by 猪熊 雄治
『人
形
』
の
検
討
猪
熊
雄
治
「
木
下
夕
爾
と
投
書
雑
誌
（
１
）」「
中
桐
雅
夫
と
投
書
雑
誌
（
２
）」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
初
期
や
十
年
代
に
創
作
活
動
を
開
始
し
た
詩
人
た
ち
の
経
歴
を
見
る
と
、
出
発
期
に
投
書
雑
誌
へ
の
活
発
な
投
稿
活
動
を
展
開
し
て
い
た
姿
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
上
記
拙
稿
で
は
、
木
下
の
『
若
草
』『
愛
誦
』『
人
形
』
へ
の
投
稿
活
動
と
、
『
愛
誦
』
終
刊
（
昭
9

4）
後
に
投
稿
を
開
始
し
た
中
桐
の
『
若
草
』
『
人
形
』
へ
の
投
稿
活
動
を
確
認
し
て
み
た
が
、
小
論
で
は
時
期
的
に
は
重
な
ら
な
い
も
の
の
、
こ
の
二
人
が
投
稿
し
て
い
た
『
人
形
』
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
等
を
検
討
し
て
い
く
。
Ⅰ
『
人
形
』
（
昭
5

5～
19

2）
が
投
稿
欄
を
設
置
し
、
年
少
の
文
学
愛
好
者
に
自
己
の
成
果
を
試
す
場
を
提
供
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
こ
う
し
た
『

人
形
』
の
特
質
で
も
あ
っ
た
投
稿
作
品
を
数
多
く
掲
載
す
る
姿
勢
は
、
創
刊
の
折
に
雑
誌
刊
行
の
意
図
と
し
て
強
く
語
ら
れ
て
い
た
点
で
も
あ
っ
た
。
創
刊
号
に
は
、
「
人
形
は
皆
さ
ん
の
美
し
い
作
品
で
彩
り
た
い
。
」
で
書
き
出
さ
れ
た
「
読
者
文
芸
欄
の
開
設
」
と
題
し
た
一
文
が
掲
げ
ら
れ
、
「
…
時
に
は
本
誌
の
大
半
を
割
く
こ
と
も
な
ほ
辞
せ
な
い
。」
と
い
っ
た
意
気
込
み
に
続
い
て
「
…
秘
め
や
か
な
嘆
き
、
偉
い
な
る
訴
え
、
あ
え
か
な
る
囁
き
、
朗
ら
か
な
叫
び
、
…
そ
れ
ら
一
切
の
、
多
彩
た
さ
いに
し
て
優
れ
た
作
品
が
満
載
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
ら
、
本
誌
は
軈
て
華
麗
な
る
花
畠
よ
り
華
麗
に
な
る
こ
と
と
思
ふ
。
本
誌
創
刊
の
第
一
意 い
図 と
は
、
…
皆
さ
ん
の
明
る
い
自
由
な
雑
誌
に
す
る
こ
と
」
と
の
や
や
過
剰
な
筆
致
に
よ
っ
て
創
刊
方
針
が
告
知
さ
れ
、
西
條
八
十
選
の
小
品
文
、
詩
、
小
唄
小
曲
、
民
謡
、
童
謡
、
書
簡
と
、
茅
野
雅
子
選
の
短
歌
計
七
種
目
が
募
集
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
趣
旨
は
お
そ
ら
く
堀
口
義
一
に
よ
る
創
刊
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
も
語
ら
れ
、『
文
章
世
界
』『
秀
才
文
壇
』『
処
女
文
壇
』
に
言
及
し
つ
つ
、「
で
き
る
だ
け
新
人
推
奨
に
つ
く
し
た
い
。
」
と
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
投
稿
欄
の
開
設
は
『
人
形
』
創
刊
を
印
象
付
け
る
特
色
と
し
て
、
積
極
的
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
熱
意
と
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
翌
六
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
投
稿
欄
に
は
、
予
想
を
こ
え
た
応
募
作
品
数
が
集
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
発
行
日
か
ら
締
切
り
ま
で
十
日
間
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
驚
喜
」
す
る
ほ
ど
多
数
の
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
た
と
の
記
述
（
「
読
者
文
芸
に
つ
い
て
」
六
月
号
）
が
あ
り
、
七
月
号
か
ら
の
投
稿
紙
面
拡
大
も
告
知
さ
れ
、
実
際
七
月
号
で
は
頁
数
を
増
や
し
た
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
西
條
先
生
は
文
字
ど
ほ
り
の
主
宰
。
あ
り
あ
ま
る
全
力
を
本
誌
に
さ
さ
げ
ら
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学
苑
第
八
二
一
号
三
五
～
四
一
（
二
〇
〇
九
三
）
れ
る
。
」
（
「
編
輯
後
記
」
創
刊
号
）
と
強
調
さ
れ
る
よ
う
な
主
宰
者
西
條
八
十
の
存
在
が
投
稿
活
動
に
も
大
き
く
働
い
た
だ
ろ
う
。
八
月
号
の
通
信
欄
「
人
形
の
家
」
に
は
、
後
に
乾
直
恵
夫
人
と
な
る
高
柳
奈
美
の
「
西
條
先
生
一
生
懸
命
詩
の
勉
強
を
い
た
し
ま
す
。
第
一
回
は
見
事
落
選
で
も
力
を
落
し
ま
せ
ん
。
猶
々
続
け
ま
す
。
…
ど
う
ぞ
御
指
導
下
さ
い
ま
せ
。
」
や
「
西
條
先
生
が
詩
誌
を
御
発
行
な
さ
れ
る
こ
と
は
…
聞
い
て
居
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
暁
に
は
拙
い
な
が
ら
自
分
も
御
仲
間
に
入
れ
て
い
た
ゞ
か
う
と
思
つ
て
居
り
ま
し
た
。
何
卒
御
鞭
撻
御
導
の
程
を
。
」
（
吉
川
東
洋
）
の
寄
稿
も
見
ら
れ
、
西
條
が
主
宰
す
る
『
人
形
』
投
稿
欄
へ
の
期
待
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
西
條
へ
の
期
待
に
は
、
詩
人
西
條
の
人
気
に
加
え
て
、
『
人
形
』
が
創
刊
さ
れ
る
前
年
の
昭
和
四
年
ま
で
『
愛
誦
』
の
主
宰
者
を
務
め
、
新
人
を
発
掘
し
て
き
た
実
績
も
お
そ
ら
く
含
ま
れ
て
い
た
。
創
刊
号
以
降
の
『
人
形
』
の
誌
面
に
は
そ
の
経
緯
を
実
感
さ
せ
る
部
分
が
あ
り
、
読
者
投
稿
者
の
西
條
へ
の
期
待
を
一
層
高
め
た
の
で
は
な
い
か
。『
愛
誦
』
に
は
投
稿
作
品
が
十
回
以
上
推
薦
欄
に
掲
載
さ
れ
る
と
、「
寄
稿
家
」
に
推
奨
し
以
後
優
遇
し
て
い
く
投
稿
者
へ
の
特
典
措
置
が
あ
っ
た
が
、
大
正
十
五
年
十
一
月
号
か
ら
昭
和
四
年
七
月
号
ま
で
西
條
が
主
宰
し
て
い
た
間
に
、
二
回
計
八
人
の
投
稿
者
を
「
寄
稿
家
」
へ
昇
格
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
八
人
の
う
ち
中
村
伊
左
治
、
稲
垣
恒
子
、
梅
村
清
、
田
中
信
子
、
小
堀
き
み
江
、
飯
塚
稜
威
子
、
秋
山
紅
村
の
七
名
が
、
創
刊
号
か
ら
『
人
形
』
に
登
場
し
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
創
刊
号
か
ら
五
年
十
二
月
号
ま
で
の
八
号
を
見
れ
ば
、
一
回
目
（
昭
3

1）
の
昇
格
者
と
な
っ
た
中
村
、
稲
垣
が
そ
れ
ぞ
れ
七
回
と
六
回
、
詩
を
掲
載
し
、
二
回
目
（
昭
4

2）
の
推
奨
者
も
秋
山
を
除
い
た
四
人
が
三
回
か
ら
四
回
、
詩
を
発
表
し
、
自
立
し
た
新
鋭
の
詩
人
と
し
て
の
処
遇
を
受
け
て
い
る
。
投
稿
者
か
ら
新
進
の
詩
人
へ
と
成
長
し
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
扱
い
で
あ
り
、
西
條
の
新
人
養
成
の
成
果
を
感
じ
さ
せ
る
誌
面
だ
っ
た
と
い
え
る
。
先
に
引
用
し
た
吉
川
東
洋
を
始
め
、
『
愛
誦
』
に
も
投
稿
し
て
い
た
者
が
複
数
見
受
け
ら
れ
る
の
も
、
『
愛
誦
』
で
の
西
條
の
実
績
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
西
條
の
下
で
自
己
の
力
を
試
そ
う
と
す
る
意
欲
が
働
い
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
十
月
号
「
人
形
の
家
」
に
は
「
本
誌
読
者
文
芸
欄
か
ら
、
詩
誌
『
愛
誦
』
に
健
筆
を
揮
は
る
る
檀
上
春
之
助
、
大
木
千
代
子
、
吉
川
東
洋
、
柏
木
保
夫
、
増
田
隆
子
、
穂
曾
谷
秀
雄
諸
氏
の
懐
か
し
い
お
な
ま
へ
を
発
見
し
て
胸
を
お
ど
ら
せ
た
。
…
」
「
…
こ
の
社
に
は
大
部
愛
誦
で
中
心
を
な
し
て
る
詩
人
が
を
り
ま
す
ね
。
…
小
林
増
田
檀
上
奥
村
大
木
大
沼
菊
氏
な
ど
。
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
『
人
形
』
『
愛
誦
』
の
両
誌
に
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
投
稿
者
の
姿
は
開
始
直
後
の
投
稿
欄
で
目
に
付
い
て
い
た
ら
し
い
。
あ
げ
ら
れ
た
名
前
の
中
に
は
『
人
形
』
で
の
掲
載
が
『
愛
誦
』
よ
り
早
い
者
も
い
る
が
、
一
方
で
『
人
形
』
創
刊
前
か
ら
『
愛
誦
』
に
投
稿
し
何
編
か
の
作
品
を
掲
載
さ
れ
た
実
績
を
持
つ
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
増
田
隆
子
は
西
條
が
『
愛
誦
』
主
宰
と
な
っ
た
直
後
か
ら
作
品
掲
載
を
重
ね
て
い
た
投
稿
者
で
あ
り
、
檀
上
春
之
助
、
大
木
千
代
子
、
吉
川
東
洋
は
西
條
が
『
愛
誦
』
を
去
っ
た
後
、
『
愛
誦
』
で
の
掲
載
が
始
ま
り
、
『
人
形
』
創
刊
直
前
の
号
で
は
ほ
ぼ
連
続
し
て
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
。
ま
た
「
人
形
の
家
」
で
は
名
前
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
増
田
同
様
、
西
條
が
主
宰
し
て
い
た
頃
よ
り
「
愛
誦
」
で
の
掲
載
を
重
ね
て
い
た
大
塚
徹
、
中
村
樹
一
、
国
分
夜
詩
子
も
『
人
形
』
に
投
稿
し
て
い
る
。
彼
ら
は
増
田
、
大
塚
が
五
年
七
月
号
の
『
愛
誦
』
で
、
檀
上
が
翌
六
年
二
月
号
で
「
寄
稿
家
」
に
昇
格
し
、
大
木
、
吉
川
も
六
年
の
段
階
で
「
寄
稿
家
」
昇
格
が
有
力
視
（
植
原
繁
市
「
愛
誦
新
人
”Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｌ
ｅ
”
（
4）
」
『
愛
誦
』
昭
6

11）
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
愛
誦
』
で
力
を
発
揮
し
つ
つ
あ
っ
た
投
稿
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
際
立
っ
た
活
躍
を
見
せ
た
の
が
、
檀
上
、
大
木
の
二
人
で
、
両
者
は
、
五
年
の
投
稿
欄
だ
け
で
も
、
檀
上
は
六
月
号
の
民
謡
と
童
謡
に
続
い
て
詩
（
七
月
号
）
短
―36―
歌
（
八
月
号
～
十
二
月
号
十
一
月
号
で
は
推
薦
欄
に
）
小
曲
（
九
月
号
）
童
謡
（
九
月
号
～
十
月
号
）
小
唄
（
七
月
号
、
十
二
月
号
）
が
掲
載
さ
れ
、
大
木
も
八
月
号
の
詩
と
小
曲
、
童
謡
に
続
い
て
詩
（
九
月
号
～
十
二
月
号
）
小
曲
（
九
月
号
～
十
二
月
号
十
一
月
号
で
は
推
薦
欄
に
）
童
謡
（
十
二
月
号
）
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
連
続
し
て
し
か
も
複
数
種
目
で
の
選
出
が
重
な
る
程
の
抜
群
の
成
績
を
収
め
、
加
え
て
両
者
は
同
時
期
の
『
愛
誦
』
に
も
ほ
ぼ
毎
号
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
活
動
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
多
く
の
読
者
を
瞠
目
さ
せ
た
よ
う
で
、
「
人
形
の
家
」
に
は
称
賛
や
文
通
を
希
望
す
る
投
書
が
か
な
り
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
檀
上
が
徐
々
に
「
寄
稿
家
」
と
な
っ
た
『
愛
誦
』
に
戻
っ
て
い
く
の
に
対
し
、
大
木
は
六
年
に
は
優
れ
た
投
稿
者
を
優
遇
す
る
準
同
人
第
一
号
に
推
薦
さ
れ
、
『
人
形
』
に
発
表
誌
を
絞
っ
て
い
く
よ
う
に
両
者
の
進
路
は
異
な
っ
て
い
く
も
の
の
、
両
者
の
活
躍
に
触
れ
な
が
ら
、
「
私
も
今
月
か
ら
投
稿
し
て
み
る
気
が
出
て
来
ま
し
た
。
」
（
「
人
形
の
家
」
昭
6

5）
と
の
投
書
に
見
ら
れ
る
通
り
、
両
者
に
代
表
さ
れ
る
実
績
を
持
つ
投
稿
者
の
活
動
は
、
読
者
へ
強
い
刺
激
を
与
え
て
い
た
。
『
人
形
』
五
年
各
号
に
は
、
大
木
た
ち
の
よ
う
に
他
誌
で
も
注
目
さ
れ
て
い
た
投
稿
者
の
活
躍
が
見
ら
れ
る
半
面
、
『
人
形
』
で
の
掲
載
が
重
な
り
、
次
第
に
そ
の
成
績
が
注
目
さ
れ
て
い
く
投
稿
者
た
ち
も
出
現
し
て
く
る
。
例
え
ば
、
五
年
八
月
号
の
短
歌
欄
に
登
場
し
た
山
路
百
合
子
は
以
後
五
年
各
号
に
連
続
し
て
時
に
は
複
数
の
投
稿
欄
に
掲
載
さ
れ
、
十
二
月
号
で
は
二
作
品
が
推
薦
欄
に
載
る
と
い
っ
た
活
躍
を
示
し
た
投
稿
者
で
、
大
木
に
続
い
て
準
同
人
第
二
号
（
七
年
一
月
号
）
に
推
薦
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
七
年
五
月
号
で
準
同
人
に
推
薦
さ
れ
る
不
二
城
キ
ク
コ
も
、
十
月
号
か
ら
投
稿
作
品
を
載
せ
る
よ
う
に
、
以
後
着
実
に
掲
載
を
重
ね
、
そ
の
成
績
が
評
価
さ
れ
て
い
く
投
稿
者
た
ち
が
徐
々
に
姿
を
見
せ
始
め
て
い
る
。
山
路
は
戦
後
も
詩
を
発
表
し
て
い
く
、
西
條
門
下
の
い
わ
ば
『
人
形
』
生
え
抜
き
の
詩
人
と
な
る
投
稿
者
で
あ
り
、
こ
の
時
期
投
稿
欄
に
登
場
し
て
い
く
投
稿
者
の
中
に
は
、
山
路
の
よ
う
に
以
後
長
く
『
人
形
』
を
支
え
て
い
く
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
熱
意
の
あ
る
新
人
の
登
場
は
、
既
に
実
績
を
持
ち
他
誌
に
も
投
稿
し
て
い
る
投
稿
者
の
活
動
と
併
せ
て
、
五
年
後
半
の
投
稿
欄
を
「
ま
す

盛
大
に
な
る
読
者
文
芸
欄
」
（
「
人
形
の
家
」
昭
6

1）
と
印
象
付
け
る
効
果
を
生
み
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
Ⅱ
投
稿
欄
以
外
の
誌
面
を
見
れ
ば
、
五
年
九
月
号
か
ら
詩
歌
、
エ
ッ
セ
イ
に
加
え
て
小
説
も
載
せ
る
よ
う
に
、
文
芸
誌
と
し
て
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
六
年
の
号
で
は
主
宰
者
西
條
の
姿
を
積
極
的
に
伝
え
て
い
く
企
画
も
目
立
っ
て
い
る
。
六
年
二
月
号
で
編
集
担
当
が
堀
口
か
ら
佐
伯
孝
夫
に
交
代
し
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
西
條
の
存
在
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
向
を
誌
面
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
も
西
條
愛
好
者
で
あ
る
読
者
の
関
心
を
引
き
付
け
る
措
置
と
し
て
、
西
條
の
グ
ラ
ビ
ア
を
巻
頭
に
配
置
し
、
あ
る
い
は
西
條
の
動
向
を
「
編
輯
後
記
」
等
で
伝
え
て
は
き
た
が
、
そ
の
姿
勢
を
さ
ら
に
強
め
、
読
者
の
西
條
へ
の
親
近
感
を
一
層
高
め
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
三
月
号
で
は
「
西
條
八
十
オ
ン
パ
レ
ー
ド
！
」
（
「
編
輯
後
記
」
）
と
銘
打
ち
、
巻
頭
近
く
に
西
條
の
訳
詩
二
編
、
映
画
主
題
歌
、
小
唄
を
並
べ
、
西
條
の
新
作
を
待
望
し
て
い
た
読
者
の
要
望
に
沿
っ
た
誌
面
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
特
集
に
対
し
て
は
、
「
…
何
と
素
晴
ら
し
い
こ
ゝ
ろ
み
だ
ら
う
。
こ
れ
か
ら
も
先
生
の
御
作
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
号
を
こ
ゝ
ろ
み
て
は
如
何
で
す
。
ね
が
へ
ま
し
た
ら
。」
（
「
人
形
の
家
」
五
月
号
）
と
の
歓
迎
の
声
が
早
速
寄
せ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
十
月
号
で
は
作
品
だ
け
で
は
な
く
、「
…
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
氏
（
＝
西
條
）
の
ス
ナ
ツ
プ
を
一
つ
残
ら
ず
皆
さ
ん
に
提
供
」
（「
編
輯
後
記
」
九
月
号
）
す
る
「
西
條
八
十
と
読
者
号
」
が
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企
画
さ
れ
、
西
條
の
人
間
像
を
特
集
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
号
が
「
読
者
号
」
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
誌
面
に
読
者
を
参
加
さ
せ
る
形
で
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
点
で
、
浅
原
六
朗
他
十
二
名
に
よ
る
西
條
の
人
物
寸
描
「
西
條
八
十
オ
ン
パ
レ
ー
ド
」
に
加
え
て
、
読
者
が
西
條
そ
の
人
や
そ
の
詩
の
魅
力
を
述
べ
る
「
西
條
先
生
の
プ
ロ
フ
イ
ル
」
「
西
條
先
生
へ
願
ひ
ご
と
」
の
記
事
を
載
せ
、
読
者
と
西
條
と
の
誌
面
上
で
の
交
流
が
演
出
さ
れ
て
い
る
。
「
西
條
八
十
オ
ン
パ
レ
ー
ド
や
西
條
氏
の
プ
ロ
フ
イ
ル
は
ま
だ
会
へ
ぬ
氏
を
迎
へ
て
ゐ
る
感
ひ
を
さ
せ
る
。
」
（
「
人
形
の
家
」
昭
6

12）
と
の
感
想
に
も
見
ら
れ
る
通
り
、
こ
の
特
集
は
読
者
に
西
條
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
効
果
を
生
み
出
し
て
い
た
。
十
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
は
、
こ
う
し
た
西
條
特
集
の
企
画
に
つ
い
て
編
集
を
担
当
し
た
加
藤
憲
治
が
「
西
條
主
宰
と
読
者
と
の
完
全
な
る
握
手
連
結
は
本
号
に
お
い
て
実
現
し
た
…
」
と
の
自
負
を
述
べ
、
「
本
誌
独
自
の
レ
ー
ゾ
ン
デ
エ
ト
ル
も
亦
こ
ゝ
に
あ
る
…
」
と
読
者
と
西
條
の
近
さ
を
『
人
形
』
の
特
質
と
し
て
強
調
す
る
が
、
こ
の
「
握
手
連
結
」
は
創
刊
の
頃
よ
り
示
さ
れ
て
い
た
方
針
で
も
あ
っ
た
。
五
年
六
月
号
に
は
既
に
、
読
者
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
支
部
の
設
置
や
そ
の
会
合
へ
の
西
條
の
出
席
等
が
予
告
さ
れ
て
い
た
も
の
の
実
現
へ
の
進
捗
は
な
く
、
そ
の
後
も
「
人
形
の
家
」
に
は
読
者
と
西
條
と
の
座
談
会
等
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
特
集
は
こ
う
し
た
読
者
の
要
望
を
誌
面
で
実
現
さ
せ
た
企
画
と
思
わ
れ
、
そ
の
後
誌
面
外
で
の
「
握
手
連
結
」
の
企
画
も
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、『
人
形
』
は
こ
の
方
向
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
十
月
号
の
特
集
が
、
読
者
か
ら
の
西
條
へ
の
働
き
か
け
を
記
事
化
し
た
と
す
れ
ば
、
六
年
の
号
に
は
読
者
の
熱
意
に
応
え
て
い
く
西
條
の
姿
を
点
描
し
た
記
事
も
見
ら
れ
、
特
集
以
外
で
も
西
條
と
読
者
と
の
が
り
を
意
識
さ
せ
る
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
五
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
は
「
西
條
氏
の
力
の
入
れ
方
は
ど
ん
な
も
の
で
す
。
実
に
素
晴
し
い
元
気
で
あ
り
熱
で
あ
り
…
」
と
刊
行
に
傾
注
す
る
姿
が
、
あ
る
い
は
六
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
は
準
同
人
制
度
と
な
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
若
き
誌
友
を
も
つ
と
効
果
的
に
世
間
的
に
推
薦
す
る
法
」
を
提
案
す
る
姿
が
描
か
れ
、
読
者
へ
の
目
配
り
を
怠
ら
な
い
西
條
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
無
署
名
で
あ
る
た
め
、
西
條
の
執
筆
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
十
一
月
号
の
「
選
者
の
言
葉
」
で
は
、
作
品
の
総
評
に
先
立
ち
「
本
誌
ほ
ど
、
粒
の
つ
た
投
稿
の
集
ま
る
雑
誌
は
ま
づ
他
に
は
な
い
。
…
こ
の
一
年
間
程
に
諸
君
の
詩
技
は
驚
く
べ
き
飛
躍
を
な
し
た
」
と
の
投
稿
者
へ
の
称
賛
に
続
き
、
「
こ
の
欣
ば
し
い
傾
向
を
ど
し

伸
ば
す
た
め
に
は
、
本
誌
は
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
も
、
努
力
も
惜
し
み
た
く
な
い
。
」
と
投
稿
者
の
熱
意
に
報
い
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
、
投
稿
欄
の
拡
充
と
投
稿
者
へ
の
激
励
が
語
ら
れ
て
い
る
。
西
條
と
読
者
と
の
距
離
の
小
さ
さ
を
あ
ら
た
め
て
提
示
し
た
の
が
、
六
年
の
『
人
形
』
で
は
な
か
っ
た
か
。
Ⅲ
主
宰
者
西
條
の
姿
を
強
く
示
し
て
い
く
『
人
形
』
の
方
針
は
、
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
西
條
に
深
く
傾
倒
す
る
新
た
な
投
稿
者
の
登
場
も
促
し
た
よ
う
で
あ
る
。
山
路
同
様
、
西
條
門
下
生
と
し
て
戦
後
も
詩
を
発
表
す
る
山
本
格
郎
（
投
稿
名
は
沢
の
井
紅
児
）
を
始
め
と
し
て
、
や
は
り
戦
後
の
『
人
形
』
で
も
活
動
を
展
開
し
た
秋
野
さ
ち
子
が
六
年
に
、
同
じ
く
八
条
冷
子
、
晶
玲
子
の
二
人
が
七
年
に
、
投
稿
を
始
め
て
い
る
。
秋
野
と
晶
は
、
八
年
か
ら
登
場
し
、
三
人
同
様
戦
後
の
『
人
形
』
で
も
活
躍
し
た
淡
路
純
子
と
と
も
に
、
「
『
人
形
』
の
推
薦
欄
に
か
が
や
い
て
い
た
『
三
あ
』
」
（
松
村
美
生
子
（
３
））
と
称
さ
れ
た
程
の
優
れ
た
投
稿
成
績
を
収
め
、
順
次
準
同
人
に
推
薦
さ
れ
る
等
『
人
形
』
の
中
軸
と
な
っ
て
い
く
投
稿
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
六
年
か
ら
七
年
に
は
、
優
れ
た
投
稿
成
績
だ
け
で
は
な
く
読
者
相
互
の
交
流
に
も
力
を
注
い
だ
、
田
中
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金
治
、
久
保
八
十
男
、
青
木
青
磁
、
横
山
不
沙
子
、
山
崎
智
門
や
、
そ
の
後
も
長
く
活
動
を
続
け
た
原
龍
司
、
大
砂
辰
一
等
が
登
場
す
る
が
、
六
年
二
月
号
の
山
本
に
続
く
『
人
形
』
を
支
え
て
い
っ
た
投
稿
者
た
ち
の
相
次
ぐ
出
現
に
よ
っ
て
『
人
形
』
に
は
新
た
な
活
気
が
導
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
小
林
英
俊
に
よ
れ
ば
（
４
）、
「
人
形
が
目
立
つ
て
活
況
を
呈
し
た
の
は
確
か
昭
和
八
年
か
ら
」
で
、
「
読
者
の
熱
が
響
い
て
各
地
に
支
部
が
設
け
ら
れ
座
談
会
も
毎
月
開
か
れ
て
頗
る
愉
快
で
あ
つ
た
」
と
さ
れ
る
が
、
支
部
活
動
や
座
談
会
の
企
画
運
営
を
主
導
し
、
ま
た
会
合
等
に
も
進
ん
で
参
加
し
活
性
化
さ
せ
て
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
は
、
山
本
を
始
め
と
し
て
、
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
投
稿
欄
で
活
躍
を
始
め
た
投
稿
者
た
ち
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
支
部
に
つ
い
て
は
先
述
の
通
り
、
創
刊
当
初
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
現
し
な
か
っ
た
プ
ラ
ン
だ
が
、
具
体
化
に
向
け
て
動
き
出
し
た
の
は
七
年
五
月
号
の
「
選
者
の
言
葉
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
西
條
は
以
前
か
ら
支
部
設
置
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
経
緯
も
あ
り
、
「
地
方
の
準
同
人
を
中
心
に
し
て
支
部
を
拵
へ
」
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
西
條
の
条
件
で
は
、
準
同
人
は
推
薦
さ
れ
た
ば
か
り
の
久
保
、
不
二
城
を
含
め
て
六
人
に
過
ぎ
ず
、
支
部
が
設
置
で
き
る
地
域
も
か
な
り
限
定
さ
れ
る
た
め
、
翌
六
月
号
の
加
藤
憲
治
「
人
形
支
部
に
就
て
」
で
は
、
直
接
購
読
予
約
者
で
あ
る
誌
友
五
人
以
上
と
か
な
り
緩
和
さ
れ
た
条
件
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
同
号
の
加
藤
執
筆
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
「
…
初
め
の
中
は
準
同
人
の
ゐ
る
所
は
そ
の
準
同
人
を
中
心
に
し
て
作
つ
た
方
が
い
ゝ
か
と
思
は
れ
ま
す
。
」
と
の
記
述
も
あ
り
、
当
初
は
西
條
の
意
向
に
沿
っ
て
準
同
人
を
軸
と
し
た
組
織
が
想
定
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
だ
が
翌
七
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、
各
地
か
ら
の
申
し
込
み
を
報
じ
た
後
、
設
立
条
件
を
愛
読
者
五
名
以
上
に
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
読
者
の
反
応
に
対
応
し
て
、
支
部
設
立
を
推
進
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
「
人
形
の
家
」
九
月
号
で
は
早
速
山
本
が
阪
神
地
域
で
の
設
立
を
提
案
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
山
本
は
「
人
形
の
家
」
に
も
何
度
か
投
稿
し
、
掲
載
作
品
の
批
評
や
投
稿
者
へ
の
挨
拶
等
『
人
形
』
投
稿
者
と
し
て
の
自
己
を
進
ん
で
発
信
し
て
き
た
が
、
あ
わ
せ
て
誌
友
名
簿
の
掲
載
や
居
住
地
神
戸
で
の
「
温
い
グ
ル
ー
プ
」
の
結
成
と
、
地
域
の
読
者
と
の
交
流
を
要
望
し
て
い
た
。
誌
面
外
で
も
他
の
読
者
と
の
が
り
を
求
め
て
い
た
山
本
に
と
っ
て
、
支
部
設
立
は
待
望
の
企
画
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
『
人
形
』
十
一
月
号
に
山
本
を
中
心
と
し
た
神
戸
支
部
開
設
予
告
が
載
り
、
同
十
二
月
号
に
は
座
談
会
等
の
活
動
計
画
が
示
し
た
山
本
に
よ
る
「
神
戸
支
部
便
り
」
が
早
く
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
加
藤
憲
治
氏
か
ら
の
御
委
嘱
で
設
立
」
と
の
一
節
も
あ
り
、
加
藤
等
は
山
本
の
よ
う
に
熱
心
な
投
稿
者
を
軸
に
し
た
形
が
支
部
第
一
号
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
と
思
わ
れ
る
。
神
戸
同
様
、
東
京
で
も
支
部
開
設
へ
の
道
は
、
投
稿
活
動
を
熱
心
に
展
開
し
て
い
た
山
崎
、
横
山
が
開
い
て
い
る
。
加
藤
に
よ
る
八
年
三
月
号
「
編
輯
後
記
」
に
よ
れ
ば
、
発
端
と
な
っ
た
の
は
両
者
が
提
案
し
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
企
画
で
、
主
催
を
「
東
京
支
部
創
立
準
備
会
」
と
し
た
こ
の
四
月
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
契
機
に
、
東
京
支
部
が
発
足
す
る
。
山
崎
、
横
山
の
両
者
は
七
年
中
頃
よ
り
投
稿
を
始
め
、
期
間
は
短
い
も
の
の
、
作
品
と
と
も
に
「
人
形
の
家
」
に
も
通
信
を
寄
せ
、
さ
ら
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
も
提
案
す
る
よ
う
に
、
投
稿
だ
け
で
は
な
く
、
山
本
同
様
読
者
同
士
の
、
あ
る
い
は
西
條
と
の
交
流
も
求
め
て
い
た
読
者
で
あ
り
、
山
本
や
両
者
の
よ
う
に
積
極
的
で
行
動
力
の
あ
る
読
者
の
登
場
に
よ
っ
て
、
創
刊
当
初
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
た
支
部
開
設
が
具
体
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
読
者
の
意
欲
に
呼
応
す
る
形
で
、
誌
面
だ
け
で
は
な
い
「
西
條
主
宰
と
読
者
と
の
完
全
な
る
握
手
連
結
」
と
し
て
、
西
條
も
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出
席
し
親
炙
す
る
機
会
が
読
者
に
与
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
り
、
創
刊
当
初
に
示
さ
れ
て
い
た
支
部
会
合
に
西
條
が
出
席
す
る
と
の
プ
ラ
ン
も
実
現
さ
れ
た
と
い
え
る
。
ピ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
加
藤
の
五
月
号
「
編
輯
後
記
」
に
「
…
予
期
以
上
に
多
数
の
愛
読
―39―
者
諸
氏
の
参
加
を
得
、
大
成
功
で
あ
つ
た
。
」
と
あ
る
よ
う
に
予
想
外
の
盛
況
を
見
せ
た
ら
し
い
。
こ
の
盛
り
上
が
り
は
、
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
横
山
、
桃
色
黄
白
「
人
形
ピ
ク
ニ
ツ
ク
の
記
」
中
の
「
日
本
の
偉
大
な
詩
人
、
西
條
先
生
！
そ
の
方
が
今
私
達
と
御
一
緒
に
い
ら
つ
し
や
る
…
夢
で
は
な
い
か
と
思
つ
た
…
」
の
一
節
や
、
六
月
号
「
人
形
の
家
」
に
投
稿
さ
れ
た
「
西
條
先
生
の
御
来
駕
、
先
生
の
お
話
、
…
私
ば
か
り
で
な
く
誰
で
も
の
喜
び
だ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。
」
か
ら
も
う
か
が
え
る
通
り
、
直
接
西
條
に
対
面
で
き
た
こ
と
へ
の
感
銘
か
ら
来
て
い
る
。
こ
う
し
た
参
加
者
の
反
応
を
見
た
た
め
か
、
加
藤
は
七
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
神
戸
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
低
調
さ
を
憂
慮
し
た
後
、
関
西
旅
行
の
多
い
西
條
が
、
そ
の
機
会
を
利
用
で
き
れ
ば
関
西
で
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
も
参
加
は
で
き
る
と
、
そ
の
出
席
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
実
際
十
月
に
は
、
久
保
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
京
都
支
部
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
西
條
は
参
加
し
、
「
西
條
先
生
に
御
会
し
て
、
御
話
し
ゝ
て
戴
い
て
…
心
か
ら
感
激
し
ち
や
い
ま
し
た
。」
と
東
京
同
様
参
加
者
に
強
い
感
激
を
与
え
た
様
子
が
、
八
年
十
二
月
号
「
ピ
ク
ニ
ツ
ク
の
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｔ
」
に
は
描
か
れ
て
い
る
。
八
年
か
ら
本
格
化
し
た
『
人
形
』
の
支
部
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
感
激
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
西
條
へ
の
傾
倒
を
原
動
力
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
Ⅳ
支
部
活
動
の
始
動
と
と
も
に
、
『
人
形
』
は
小
林
の
い
う
「
活
況
」
の
時
期
を
迎
え
る
が
、
一
方
で
八
年
以
降
、
『
人
形
』
は
徐
々
に
詩
誌
と
し
て
の
性
格
、
特
に
同
時
代
の
詩
壇
状
況
を
見
据
え
た
詩
誌
と
し
て
の
性
格
が
表
れ
て
い
く
。
既
に
加
藤
は
七
年
二
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
「
人
形
は
以
前
か
ら
詩
中
心
の
文
芸
雑
誌
と
い
ふ
こ
と
を
標
語
に
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
後
は
一
層
そ
の
色
彩
を
濃
厚
に
発
展
す
る
計
画
で
す
。
」
と
語
り
、
九
月
～
十
月
号
に
は
四
十
人
の
詩
人
か
ら
回
答
を
得
た
「
現
代
詩
壇
に
寄
す
」
を
掲
載
す
る
等
、
詩
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
詩
壇
へ
の
展
望
も
掲
載
し
て
き
た
が
、
八
年
の
号
か
ら
は
、
そ
の
方
向
が
さ
ら
に
深
め
ら
れ
、
同
時
代
の
詩
を
見
据
え
た
詩
論
が
載
せ
ら
れ
て
く
る
。
八
年
で
は
春
山
行
夫
（
三
月
号
）、
江
口
隼
人
（
四
月
号
）、
菱
山
修
三
（
五
月
号
）
に
よ
る
「
現
代
詩
壇
を
打
診
す
」
と
題
し
た
評
論
が
載
り
、
さ
ら
に
は
加
藤
自
身
も
八
月
号
に
そ
の
四
回
目
を
発
表
し
、
中
堅
詩
人
の
「
無
気
力
」
等
を
痛
烈
に
批
判
し
た
後
、
「
何
ん
と
な
れ
ば
下
ら
な
い
現
詩
壇
は
む
し
ろ
な
い
方
が
よ
い
。
な
く
な
れ
ば
、
新
ら
し
い
草
は
そ
こ
に
目
を
出
す
で
あ
ら
う
。
」
と
の
結
論
付
け
る
よ
う
な
過
激
な
論
を
展
開
し
て
い
る
。
加
藤
の
同
時
代
詩
へ
の
批
判
は
、
七
年
十
二
月
号
の
「
人
形
投
稿
文
芸
の
一
年
間
」
と
題
し
た
投
稿
作
品
の
総
評
を
語
る
記
事
の
中
で
も
「
…
現
在
の
や
う
な
分
裂
時
代
と
無
政
府
的
状
態
を
数
年
来
依
然
と
し
て
継
続
し
て
ゐ
る
わ
が
国
詩
界
…
」
と
い
っ
た
表
現
で
以
前
か
ら
語
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
う
し
た
加
藤
の
現
代
詩
批
判
の
視
点
を
あ
ら
た
め
て
展
開
し
た
の
が
、
「
現
代
詩
壇
を
打
診
す
」
の
論
だ
と
い
え
る
。
続
く
九
年
の
号
は
さ
ら
に
詩
誌
と
し
て
性
格
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
加
藤
は
、
九
年
三
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
、
再
度
「
本
誌
の
レ
エ
ゾ
ン
デ
ー
テ
ル
は
詩
中
心
の
文
学
雑
誌
」
と
し
、
七
月
号
か
ら
十
月
号
ま
で
「
世
界
詩
壇
の
現
況
」
を
、
ま
た
九
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で
川
路
柳
紅
の
「
詩
の
回
想
―
明
治
大
正
詩
壇
の
回
顧
―
」
を
、
さ
ら
に
は
十
月
～
十
一
月
号
に
「
新
刊
詩
集
（
書
）
厳
正
批
評
」
を
、
十
一
月
号
に
は
「
詩
の
雑
誌
で
あ
つ
て
『
詩
壇
時
評
』
が
な
い
の
は
ど
う
も
可
笑
し
い
ぢ
や
な
い
か
と
い
ふ
意
見
も
あ
り
」
（
「
編
輯
後
記
」
）
貴
志
邦
三
に
よ
る
「
詩
壇
時
評
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
九
年
八
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
加
藤
が
述
べ
た
「
…
詩
の
読
者
、
又
詩
を
作
る
人
の
意
想
外
に
多
い
と
い
ふ
こ
と
の
発
見
は
、
本
誌
の
編
輯
方
針
が
従
来
詩
中
心
の
文
学
雑
誌
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
も
つ
と
そ
れ
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
…
」
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と
の
判
断
が
働
き
、
九
年
の
号
で
は
詩
誌
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
十
年
の
号
で
も
二
月
号
「
現
代
詩
の
探
究
と
批
判
」
で
は
外
山
卯
三
郎
、
青
柳
優
の
二
論
が
、
三
月
号
「
新
ら
し
き
二
つ
の
詩
論
」
で
は
瀧
下
繁
雄
、
世
田
三
郎
の
評
論
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
一
層
追
求
さ
れ
て
い
る
。
『
人
形
』
は
こ
う
し
た
詩
誌
と
し
て
の
方
向
を
深
め
つ
つ
、
同
時
に
活
発
な
支
部
活
動
を
基
盤
に
し
た
投
書
雑
誌
と
し
て
も
多
く
の
読
者
に
支
持
さ
れ
て
い
っ
た
。
『
人
形
』
に
見
ら
れ
る
こ
の
二
つ
の
側
面
を
さ
ら
に
見
て
い
く
。
注
（
１
）
『
学
苑
』
平
成
十
九
年
一
月
号
（
２
）
『
学
苑
』
平
成
二
十
年
三
月
号
（
３
）
松
村
美
生
子
「
た
た
ん
だ
翅
を
」
（
『
霧
の
唄
晶
玲
子
遺
稿
集
』
所
収
昭
和
五
十
九
年
）
（
４
）
小
林
英
俊
「
人
形
の
回
想
」
（『
人
形
』
昭
和
二
十
一
年
六
月
号
）
資
料
調
査
で
は
、
日
本
近
代
文
学
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
を
頂
い
た
。
ま
た
『
現
代
詩
1920―
1940
―
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
作
品
要
覧
―
』
（
和
田
博
文
監
修
二
〇
〇
六
年
十
月
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
並
び
に
『
現
代
詩
誌
総
覧
③
』
（
現
代
詩
誌
総
覧
編
集
委
員
会
編
一
九
九
七
年
七
月
同
右
）『
現
代
詩
誌
総
覧
⑦
』
（
同
会
編
一
九
九
八
年
一
二
月
同
右
）
を
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
い
の
く
ま
ゆ
う
じ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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